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高性能林業機械の紹介 素材生産低コス卜化への取り組み

国産材の価格は，外材との競合から低迷するな

かで.素材生産.加工.流通過程の経費は，労働

不足と林業就労者の減少等lとより，年々上昇して

います。乙れが立木価格lとしわょせされ，森林所

有者の取り分は樹種によってはほとんどなくなっ

ています。乙の乙とから育林.素材生産.加工，

流通各過程での低コスト化の成否は.今後の我が

国林業の行方を大きく左右するものといえます。

そのなかで素材生産の低コスト化は.高性能機

械による生産性の向上が最短距離です。我が国の

乙れまでの作業体系は.チエンソー・集材機・ト

ラクタが主流で，乙の20年間ほとんど変化がなく，

乙れらの機械による作業システムの改善・省力化

はほぼ限界にきています。これに比較して諸外国

では.高性能林業機械の開発・導入に積極的iζ取

り組んだ乙とから.生産性は我が国の 3-5倍に

向上し労働災害も減少傾向です。(図 1) 

本県においても素材生産の低コスト化は，緊急

課題であり，林業の重筋労働からの解放と労働災

害の減少を図るために.高性能林業機械化により

若年労働者の参入されるような，魅力ある職場に

する ζとが必要です。

諸外国の例や，我が国が進めようとしている林

業機械化について紹介します。
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伐倒集材機(フエラーパンチャー)

立木を伐倒し，その後の集材lと便利なように一

定の場所iと束ねる二つの作業を行います。乙の機

械は，地形が緩やかで.大規模な全幹集材作業の

大量処理を行う場合K能率がよく.北米などの皆

伐作業で多く使われています。我が国では，急傾

斜地や不整地移動ができるよう改良が進められ，

軟弱地や35度の急坂も登れるような試作機が完成

されています。

けん引集材車(スキッダー)

伐採した枝付きの木(全木)を半架載でけん引

集材する専用のトラクタで，伐倒集材機と組んで

集材作業を行います。我が固においても，木材を

つかむ(グラップノレ)装置を着けて，何本か集積

された全木を直接つかみ.集材する試作機のテス

トも行われています。

造材機(プロセッサー)

山土場に集積された全木材の枝払い，玉切り，

集積を専門的lζ行L、ます。伐倒集材機.けん引集

材車と組み合せて大規模な事業地で使われていま

す。また，タワー付集材機(タワーヤーダ)と組

み合せて.伐倒造材機(ハーベスター)の作業が

困難な急傾斜地で作業能力を発揮します。
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伐倒造材機(ハーベスター)

立木を伐倒し.その材を枝払いして玉切りする

一連の多工程処理を連続して行う自走式の機械で，

主として針葉樹の皆伐や間伐の短幹材集材作業に

用いられ，積載集材車(フォワーダ)と組み合せ

て作業する乙とが多く，スヱーデンなど北欧で発

達した機械です。

積載集材車(フォワーダ)

林内で造材された短幹材を.備えつけのグラッ

プルクレーンで，後部の荷台iと積み込み集材する

積載式の林内集材車で，林内の不整地での優れた

走行性と一般道路走行時の高速性をもち.操作性

も優れています。

タワー付き集材機(タワーヤーダ)

元住の代わりになる鉄柱と集材装置をトラック

-1990.10-

等の荷台K搭載した急傾斜地花適した移動式の集

材機で，索の格納.架設，撤去及び移動が容易な

架線集材専用機です。チエンソー，タワー付集材

機，造材機の組み合せでオーストリア.西ドイツ

で多く使われています。我が固においても改造機

が完成し.急中傾斜地の間伐材等の集材K効力を

発揮する乙とが期待されています。

以上いくつかの高性能機械について概要を説明

したが，固においても昨年から年間 3億円程度の

予算で改良や開発を行ない，機械化を積極的lζ推

進していく乙とにしています。また機械の組み合

せは基本的な例を示したもので.作業現場により

最も高能率，安全な方法を取り入れる乙とが必要

です。(指導部山下)

高性能林業機械による伐出作業システム例

。大規模皆伐・長幹材作業(北米・カナダタイプ)
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